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設楽ダムの概要
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事業の概要事業の概要

設楽ダム建設事業は、洪水調節、流水の正常な機能の維持及び新規水資源開発を目
的とした多目的ダムを建設するものであり、豊川水系河川整備計画並びに豊川水系
における水資源開発基本計画に位置付けられている。

段戸山

設楽町

北設楽郡

豊田市

◆豊川流域及び設楽ダム位置図

◆貯水池容量配分図

ダム高
約129m

ダム天端EL.448.0m
サーチャージ水位EL.444.0m

常時満水位

EL.437.0m

洪水調節容量
1,900万m3

利水容量7,300万m3

新規開発容量1,300万m3

流水の正常な機能の維
持の容量6,000万m3

堆砂容量600万m3

有効貯水容量
9,200万m3

最低水位

EL.377.0m

基礎地盤高

EL.319.0m

総貯水容量
9,800万m3

重力式コンクリートダム形式

9,800万m3総貯水容量

約3km2湛水面積

約62km2流域面積

約129m堤高

重力式コンクリートダム形式

9,800万m3総貯水容量

約3km2湛水面積

約62km2流域面積

約129m堤高

◆ダム・貯水池諸元
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事業再評価について

・再評価に当たって学識経験者等の第三者から構成される「事業評価監視委員会」を設置し、審議を行う。

・河川事業、ダム事業については、河川整備計画の策定後、計画内容の点検のために学識経験者等から構成

される委員会等（豊川の明日を考える流域委員会）が設置されている場合は、事業評価監視委員会に代えて

当該委員会で審議を行い、そ の結果を事業評価監視委員会に報告する。

・再評価の審議

・再評価の対象とする事業の範囲

・国土交通省が所管する直轄事業・機構等施行事業・補助事業等のうち維持・管理、災害復旧に係る事業等を

除く、全ての事業を対象とする。

・目的

・公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図る。

・再評価を実施する事業
・事業再評価実施後５年が経過している事業。

・事業採択後５年間が経過した時点で未着工（用地買収手続、工事ともに未着手）の事業。

・再評価結果の実施時期

・事業採択後５年目の年度末までに実施する。

事業評価
監視委員会

豊川の明日を考える
流域委員会

河
川
事
業

ダ
ム
事
業

審議

審議

報告

流域委員会等が存在しない場合

出典：国土交通省所管公共事業の再評価実施要領 3

事業再評価について事業再評価について
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・事業再評価の視点について

Ⅰ.事業の必要性等に関する視点

１．事業の必要性

２．事業を巡る社会経済情勢等の変化

３．事業の進捗状況

４．事業の投資効果

Ⅱ.事業の進捗の見込みの視点

Ⅲ.コスト縮減や代替案立案などの可能性の視点

対応方針

事業採択時から５年間（Ｈ１５～Ｈ１９年度）の変化

4

事業再評価について事業再評価について
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（
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3
/
s） 計画流量　4,100m3/s

昭和34年9月（豊橋市大村） 平成15年8月（豊川市三上町） 平成16年6月（豊橋市牛川町）昭和54年10月（豊橋市石巻小野田町）昭和44年8月（一宮町江島）昭和43年8月（新城市豊島）

事業の必要性事業の必要性

①過去の災害実績（洪水）

戦後最大の洪水として記録された昭和44年8月洪水をはじめとして、これま
で幾度となく水害に見舞われている。

◆過去の出水と災害状況
死者11人、負傷者255人
全壊流失904棟
半壊流失2,550棟
床上浸水241棟
床下浸水801棟

死者6人、負傷者10人
全壊流失28棟
半壊21棟
床上浸水247棟
床下浸水1,602棟

全壊流失7棟
半壊919棟
床上浸水919棟
床下浸水838棟

全壊流失4棟
半壊4棟
床上浸水34棟
床下浸水156棟

一部損壊2棟
床下浸水5棟

一部損壊3棟
床下浸水1棟

１．事業の必要性

事
業
採
択

事業採択後の洪水
戦後５位 H15.8洪水
戦後10位 H16.6洪水
戦後14位 H19.7洪水（暫定）

＊順位は石田観測水位による。
H19年は速報値

戦後最大S44.8洪水計画高水流量 4,100m3/s

（1）豊川流域の現状

Ⅰ.事業の必要性等
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昭和44年8月洪水再来時の想定最高水位

河　　床

事業の必要性事業の必要性

②洪水災害発生の危険度

戦後最大洪水である昭和44年8月洪水が再来した場合、いたるところで水位が計画高
水位を上回ることになり、洪水被害が発生する恐れがある。

◆昭和44年8月洪水が今再来した場合の最高水位

 ※「とよがわの川づくり」パンフレットより 

計画高水位

＊整備計画策定時河道
6
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事業の必要性事業の必要性

③洪水災害発生時の影響

現在河川整備を進めているが、整備の途上であるため、ダム計画で見込まれている
１５０年に１回程度発生する洪水に見舞われた場合、堤防の決壊等が生じ、大きな
被害を受けることが想定される。

・浸水面積：約5,500ha

・浸水区域内人口：約45,000人

・浸水想定区域内資産額：約7,200億円

＜浸水区域内の主な資産＞

市町村 ：豊橋市、豊川市、新城市、小坂井町

鉄道 ：東海道新幹線、JR東海道本線、JR飯田線、

名鉄名古屋本線

主要道路：東名高速道路、国道1号、23号、151号、

259号、362号

◆豊川水系豊川 浸水想定区域図 1/150規模洪水発生時

※平成14年2月28日公表済

7
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④過去の災害実績（渇水）

豊川では毎年のように取水制限が行わ
れており、水道用水の減圧給水や工場
の生産調整、農作物の生育不良などの
渇水被害が発生している。平成１３年
度に完成した大島ダム等の運用以降も
取水制限が行われている状況にある。

◆過去の取水制限の状況（昭和52年～平成18年）

事業の必要性事業の必要性

トウモロコシ被害状況

◆豊川流域の年降水量の経年変化

豊川水系の年降水量の経年変化
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事業採択
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①洪水調節

設楽ダムで洪水調節を行うことにより、豊川の洪水氾濫から人々の暮らしを守る。

（２）設楽ダムの効果

事業の必要性事業の必要性

設楽ダム

調節後流量
流入量

120m3/s
910m3/s

●ダム地点では（ピーク時） ●ダム地点では（ピーク時）

設楽ダム

調節後流量
流入量

240m3/s
1,490m3/s

・基準地点石田地点では
流量低下量約1,000m3/s
水位低下量約1.0m

・基準地点石田地点では
流量低下量約550m3/s
水位低下量約0.6m

戦後最大の大洪水がきたら 150年に１回の大洪水がきたら

9
設楽ダムでは、急な洪水でも対応できるよう洪水調節容量は常に空にしておきます。
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②流水の正常な機能の維持

［設楽ダムによる豊川の環境改善］

豊川の渇水時における河川流量を増加させ、安定した流量の確保に努める。

事業の必要性事業の必要性

流れのある状況

大野頭首工下流の流量を回復〈清流の復活〉

（日）

設楽ダムが無い場合 ※2)

設 楽 ダ ム 完 成 後 ※3)

大野頭首工から下流に水が流れない日数

（2004年4月26日 大野頭首工放流量0.0m3/s）

※3）1980年～1999年までの20カ年における利水

計算シミュレーションの結果

瀬切れの状況

（2004年4月29日 大野頭首工放流量1.3m3/s）

※2）平成15年～平成16年の実測値より算出

0 1 0 0 2 0 0 3 0 0 3 6 5

180日

0日

流れのある状況

大野頭首工下流の流量を回復〈清流の復活〉

（日）

設楽ダムが無い場合 ※2)

設 楽 ダ ム 完 成 後 ※3)

大野頭首工から下流に水が流れない日数

（2004年4月26日 大野頭首工放流量0.0m3/s）

※3）1980年～1999年までの20カ年における利水

計算シミュレーションの結果

瀬切れの状況

（2004年4月29日 大野頭首工放流量1.3m3/s）

※2）平成15年～平成16年の実測値より算出

0 1 0 0 2 0 0 3 0 0 3 6 5

180日

0日

設楽ダムが無い場合 ＊１）

設楽ダム完成後 ＊２）

＊１）平成１５年～平成１６年の実測値の平均

＊２）１９８０年から１９９９年までの２０ヶ年におけ

る利水シミュレーションの結果

{2004年4月26日 大野頭首工放流量 0.0m3/s} {2004年4月29日 大野頭首工放流量 1.3m3/s}

10
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③新規水資源開発

■■農業用水として

露地野菜の栽培やハウスでの施設園芸が
盛んな東三河地域において、農地約
17,200haへの農業用水が取水されている。

設楽ダムにより新たに約0.3m3/sの取水が
可能となる。

台所で使われる水道用水

浴室で使われる水道用水

■■水道用水として

豊橋市をはじめとする豊川用水の給水人
口は、約72万人。浄水場で飲み水として
処理された後、各家庭に供給されている。

設楽ダムにより新たに約0.2m3/sの取水
が可能となる。

トマトの栽培

東三河地域の農業用水及び水道用水合わせて約0.5m3/sの新たな取水を可能にする。

事業の必要性事業の必要性

畑に散水される農業用水

11
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（1） 地域開発の状況

豊川の水と温暖な気候に恵まれた豊川流域では、野菜やくだもの、花などの農業が盛んであ
り、三河港周辺の臨海工業地帯では自動車産業を中心に、様々な工業生産活動が行われている。
今後の交通網整備により益々の発展が期待できる地域である。

 ◆流域周辺の主要交通機関 
【鉄道】JR東海道新幹線、JR東海道本線、 

名鉄名古屋本線、JR飯田線 

【高速】東名高速、 
（第二東名高速、三遠南信自動車道）

【国道】1号、23号、151号、259号、362号 

事業を巡る社会経済情勢等の変化事業を巡る社会経済情勢等の変化２．事業を巡る社会経済情勢等の変化

電照菊の栽培

◆流域周辺の主要交通網◆流域周辺の主要交通網

  三
遠
南
信
自
動
車
道 

第二東名高速道路 

豊橋港に並ぶ車 12

面積

豊川流域圏に関連する市町村は愛知県内の
面積の1/3を占める。

豊川流域圏に関連する市町村は愛知県内の
人口の約10%を占める。

豊川流域圏に関連する市町村は愛知県内の製
造品出荷額の10%を占め、微増傾向にある。

豊川流域圏に関連する市町村は愛知県内の農
業産出額の約半分を占め、微増傾向にある。

33%

67%

11%人口 11%

89% 89%

89%
51%

農 業
産出額

製造品
出荷額

90%
49%

豊川流域圏市町村

その他

豊川流域圏市町村

その他

豊川流域圏市町村

その他
豊川流域圏市町村

その他

H15

H17H15 H16 H15

H19

89%

13%

87%88%

12%

50%50%

Ｈ１５
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（2）豊川水系における水資源開発基本計画（フルプラン）の変更

・平成18年2月に、近年の水需要動向を踏まえた将来の需要想定を見直し、「豊川水

系における水資源開発基本計画（フルプラン）」の変更が閣議決定された。

○新規利水容量の縮小

・フルプランの変更に伴い、河川整備計画を一部変更（平成18年4月6日）した。

○設楽ダム貯水池容量配分の変更

○市町村合併

事業を巡る社会経済情勢等の変化事業を巡る社会経済情勢等の変化

整備計画変更前の貯水池容量配分 整備計画変更後の貯水池容量配分
ダム高：約129m
総貯水容量 10,000万m3

ダム高：約129m
総貯水容量 9,800万m3

13
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事業を巡る社会経済情勢等の変化事業を巡る社会経済情勢等の変化（3）市町村合併

平成１５年から平成１８年にかけて、流域市町村の合併が進んだ。

設楽町

新城市

豊川市

作手村

設楽町

新城市

豊川市

平成17年10月1日合併

平成17年10月1日合併

平成18年2月1日合併

田原町

赤羽根町

田原市

平成15年8月20日合併

田原市
田原市

平成17年10月1日合併

豊根村
豊根村

平成17年11月27日合併

豊川流域圏内の市町村合併状況

14

豊川流域圏

津具村

鳳来町

一宮町

渥美町

富山村
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（4）地域の協力体制 事業を巡る社会経済情勢等の変化事業を巡る社会経済情勢等の変化

豊川水系総合開発促進期成同盟会等、様々な団体からダム建設の要望がある。

◆設楽ダム建設の要望設楽ダムの建設促進は多くの団体から要望されている

・豊川水系総合開発促進期成同盟会

・愛知県豊川改修工事促進期成同盟会

・東三河県営水道受水団体協議会

・豊川用水二期事業促進協議会

・東三河商工会議所・商工会 など

地域の協力体制

・豊川水源基金による「水源林流域協働事業」に
水道料金1トン当たり1円を充てることを決定

・知事「設楽ダムは県政の最重要課題」と明言

・豊橋市長「水没世帯受け入れについて要請があ
れば可能な限り協力したい」と表明

◆東愛知新聞（平成19年7月3日）

◆東愛知新聞（平成19年2月16日）

15





20

①環境影響評価手続きの流れ

事業の進捗状況事業の進捗状況

方法書の公告・縦覧 （H16年11月）

住民からの意見

知事意見

準備書の公告・縦覧
（H18年６月～７月）

住民からの意見

知事意見

環境大臣意見

評価書の公告・縦覧
（H19年６月～７月）

国土交通大臣意見

環境影響評価
方法書の作成

項目・手法の選定（修正）

調査の実施

環境影響評価
準備書の作成

準備書説明会
（設楽町，新城市）

準備書についての意見
概要・見解の作成

（知事送付）

評価書の作成
（国土交通大臣送付）

評価書の補正

市町村長意見

第1、2回
技術検討委員会

第3～6回

技術検討委員会

第７回
技術検討委員会

第8回

技術検討委員会

方法書の公告・縦覧 （H16年11月）

住民からの意見

知事意見

準備書の公告・縦覧
（H18年６月～７月）

住民からの意見

知事意見

環境大臣意見

評価書の公告・縦覧
（H19年６月～７月）

国土交通大臣意見

環境影響評価
方法書の作成

項目・手法の選定（修正）

調査の実施

環境影響評価
準備書の作成

準備書説明会
（設楽町，新城市）

準備書についての意見
概要・見解の作成

（知事送付）

評価書の作成
（国土交通大臣送付）

評価書の補正

市町村長意見

第1、2回
技術検討委員会

第3～6回

技術検討委員会

第７回
技術検討委員会

第8回

技術検討委員会

設楽ダム建設事業は、環境影響評価法に基づき、環境影響評価を実施している。

（２）環境影響評価
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事業の進捗状況事業の進捗状況

③環境影響予測評価の結果と保全対策

環境影響予測評価の結果を受け、取り組む主な環境保全対策は以下のとおりである。

ⅰ）水環境の保全の取り組み
●工事中の水の濁り

工事中の裸地から発生する濁りを低減する
ために沈砂池を設置する。

選択取水設備のイメージ 曝気循環設備のイメージ 導水路のイメージ

●水温
ダム完成後の下流河川での水温への影響を低減するために以下の対策を行う。
○選択取水設備：ダム湖内の水温に応じた取水を行う。
○曝気循環設備：温水層を可能な限り確保する。
○導 水 路：ダム上流端から取水し、ダム下流に直接放流する。

放流
濁水流入ＳＳ：

80％除去放流
濁水流入ＳＳ：

80％除去

表層取水 中間取水

取水
可能
範囲

EL.437

EL.377

流
入
水
温
層

流
入
水
温
層

表層取水 中間取水

取水
可能
範囲

EL.437

EL.377

流
入
水
温
層

流
入
水
温
層

曝気により上層の水温を混合し

躍層位置を制御する
やくそう

温水温水

冷水冷水

躍層水位を躍層水位を
下げる下げる

曝気により上層の水温を混合し

躍層位置を制御する
やくそう

温水温水

冷水冷水

躍層水位を躍層水位を
下げる下げる

導水路取水口

導水路

導水路放流口

導水路取水口

導水路

導水路放流口

沈砂池のイメージ

19
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ⅱ）動物、植物、生態系の保全の取り組み

●動植物の重要な種の移植

貯水池等により改変される場所に生息・生育する個体については、工事を実施する場所
から、生息・生育適地を選定し、移植していく。

●クマタカ

クマタカの繁殖への影響を小さくするため、繁殖の期間には繁殖していないことが確認さ
れるまで、下記の対策を行う。また、繁殖の状況については、現地調査で確認していく。

★営巣地の近くの工事を一時中断する。

★低騒音型の建設機械を用いる等、騒音等を抑
制する。

★作業員や車両が、営巣地に立ち入らないよう
にする。

クマタカ

事業の進捗状況事業の進捗状況

●湿地環境の整備

貯水池周辺の耕作地跡地等を利用し、流入する沢水等を活用して、湿地環境を好む動植
物の生息・生育に適した湿地環境を整備していく。

20
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●ネコギギ

★移植：
改変される場所に生息する個体を、工事の影響を受

けない生息に適した場所へ移植する。

★河床の空隙の整備：
自然石等を投入し、生息に適した河床の空隙を整

備する。

★野外実験
移植技術の蓄積、生息環境の整備の確実

性を高めるため、野外での実験を行っている。
生息環境改善のため、自然石等により、河床
の空隙（横穴：棲み家）の整備を行っていく。

ネコギギ

また、豊川の上流部で採捕したネコギギ
の飼育と人工繁殖を行っていく。

実験の例

隠れ場所の配置

卵を抱えたメス個体

事業の進捗状況事業の進捗状況

21
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④今後の環境モニタリングについて

設楽ダムの工事にあたっては、専門家の指導助言を得ながら、より良い環境
保全対策をとれるようにする。

事業の進捗状況事業の進捗状況

【モニタリング調査工程】
平成１９年８月

22

今後の工程

工 事 着 手 前 工 事 中 ダ ム 完 成 後

環境影響評価法

モニタリング調査

専門家の指導・助言体制

「ダム等の管理に係る
フォローアップ制度」

専門家の指導・助言体制

事業の進捗（参考）

方法書
準備書

評価書
事後調査

モニタリング調査

技術検討委員会

フォローアップ調査

中部地方ダム等管理
フォローアップ委員会

環境調査等
用地の取得

工事用道路・付替道路の工事

ダム堤体の工事

試験湛水

ダムの管理

環境モニタリング委員会（仮称）

環境保全対策

技術検討委員会
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幅杭の設置幅杭の設置

用地測量用地測量

物件調査物件調査

土地調書確認土地調書確認

物件調書確認物件調書確認

用

地

取

得

用

地

取

得

工

事

着

手

工

事

着

手

（３）用地調査・生活再建対策等

用地調査用地調査

生活再建対策生活再建対策

現在実施中
生活再建地計画のイメージ（案）生活再建地計画のイメージ（案）

調査済
約９０％

未調査
約１０％

用地測量進捗状況用地測量進捗状況

分

譲

分

譲

移

転

移

転

代
替
地
造
成

代
替
地
造
成

移
転
者
の
意
向
確
認

（
戸
別
訪
問
）

移
転
者
の
意
向
確
認

（
戸
別
訪
問
）

生
活
再
建
地

計
画
案
の
作
成

生
活
再
建
地

計
画
案
の
作
成

設楽ダム建設事業に必要な用地の調査（用地測量及び物件調査）と水没移転者等の
生活再建に関する調査を継続実施している。

事業の進捗状況事業の進捗状況

補
償
基
準
提
示
・
妥
結

補
償
基
準
提
示
・
妥
結
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（４）仮設備計画・道路計画
事業の進捗状況事業の進捗状況

設楽ダム建設事業に必要な骨材プラント・原石山などの仮設備の
位置・道路のルート等の計画について検討を進めている。

骨材プラント

原石山

建設発生土処理場

建設発生土処理場ダム堤体

コンクリートプラント

仮設備計画 付替道路イメージ

24
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事業の進捗状況事業の進捗状況
（５）地質調査等の取り組み

埋蔵文化財調査

水没地記録

◆設楽町の文化・風習・景観・生
活などを後世に伝えるために水没
地の映像記録や風土資産調査を
行っている。

森林資源有効活用検討

◆設楽ダム建設に伴って大量に
発生する森林資源について、関
係機関や民間の協力を得ながら、
地域振興的な観点から森林資源
の有効活用を検討している。

◆埋蔵文化財調査は、これまで
に現地踏査・試掘・範囲確認調
査を実施した。

地質調査

◆現在ボーリング調査・試掘横坑
について実施してきたところであり、
地質解析についても実施している。

◆現在ボーリング調査・試掘横坑
について実施してきたところであり、
地質解析についても実施している。

◆ダム堤体設計や道路設計など
の基礎資料としてボーリング等各
種地質調査を実施している。

25
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Ⅱ.事業進捗の見込み 事業進捗の見込み事業進捗の見込み

今後は、特定多目的ダム法に基づく基本計画を策定し、年度内に工事着手を目指し
ている。

◆設楽ダム事業 今後の流れ

用地買収・借地

補償基準妥結

補償基準提示

用地測量・物件調査

環境影響評価【評価書】

環境影響評価【準備書】

環境影響評価【方法書】

※環境影響評価法

Ｈ１５年３月～

Ｈ１7年４月

Ｈ１８年１２月

用地買収・借地

補償基準妥結

補償基準提示

用地測量・物件調査

環境影響評価【評価書】

環境影響評価【準備書】

環境影響評価【方法書】

※環境影響評価法

平成１９年８月

平成１９年７月

工事用道路の設置工事
付替工事

転流工（仮排水トンネル）

基礎掘削工

堤体コンクリート工など

管理用設備工

試験湛水

完成

堤体工事

工事用道路工

付替道路工

転流工（仮排水トンネル）

基礎掘削工

堤体コンクリート工など

管理用設備工

試験湛水

完成

工事着手
工事概要

豊川水系河川整備計画
の策定

建設（工事事務所）移行

※河川法

Ｈ１５年４月

Ｈ１３年１１月

豊川水系河川整備計画
の策定

建設（工事事務所）移行

設楽ダム基本計画策定

※ 特定多目的ダム法

※河川法
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平成１３年３月１４日に開催された第１９回豊川の明日を考える流域委員会におい
て、河川整備計画原案作成に向けての提言を河道改修プラス設楽ダムによる洪水調
節とする河川整備案でいただいており、事業採択時から５年経った現在においても
治水・利水の必要性については変わりはなく、また、環境面では設楽ダムの環境影
響評価により、影響をできる限り低減させることから設楽ダム建設が最適である。

第１９回豊川の明日を考える流域委員会議事概要参照

Ⅲ.コスト縮減や代替案立案の可能性

１．コスト縮減

２．代替案立案の可能性

29

コスト縮減や代替案
立案の可能性

コスト縮減や代替案
立案の可能性
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対応方針（案） 対応方針（案）対応方針（案）

①事業の必要性に関する視点

②事業進捗の見込みの視点

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

・豊川流域は現状においても治水安全度が低く、ひとたび洪水が発生すると甚大な被
害が予想される。さらに、渇水が頻繁に発生し、毎年のように取水制限が行われてい
る。また、地域の様々な団体から建設促進の要望が出されている。

・環境、用地等各種調査を鋭意実施している。また、フルプランの変更、河川整備計
画の変更や環境影響評価法の手続きを経て、ダム容量や環境影響への取り組み方針も
決定してきている。さらに、特定多目的ダム法に基づく基本計画を策定中であり、着
実な事業進捗を見込むことができる。

・現在、コスト縮減を考慮した計画を策定している。今後工事の施工に際しても工法の
工夫等によりコスト縮減に努める。

・設楽ダム建設事業採択時から治水・利水の必要性については変化しておらず、また、
環境への影響をできるだけ小さくする努力をしていくことから、設楽ダム建設事業を
実施することは、最も適切である。

以上のことから、設楽ダム建設事業については継続する

平成15年の事業採択から今年度で一定期間(5年間)が経過するため、3つの視点で再評
価を行った。
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